
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年３月１７日              NO,３４５ 

 

 了源寺は、永禄年間（１ 

５５８～１５６９）にある 

人物が、主君の位牌を納め 

た庵を建てたのがはじまり 

といわれ、真田信幸の時代 

天和２年（１６１６）、に 

現在の場所に移り、一度も 

火災にあうこともなく現在 

に至っています。 

 本堂に向かって左側に建てられている不二岳の碑には、橋本

香坡（こうは）が慶応元年（１８６５）に作った漢詩が彫られ

ていますが、この碑はもともと橋本香坡が誕生した検察庁のと     

ころに昭和１７年（１９４２）に建

てられたものですが、碑文の内容が

進駐軍ににらまれるのではないか

と心配され、地中に埋められ、昭和

４７年（１９７２）に掘り起こされ、

了源寺に移されました。 

 橋本香坡は、尊王攘夷派で長州藩

に好意を寄せ、鳥羽伏見の戦いで敗

れた長州藩の兵士を助けたとして、

捕らえられ５７歳で獄死しました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
家
の
土
台
だ
け
が
残
さ
れ
た
更
地
が
広
が
り
、
ガ
レ
キ
の
山
は
積

み
上
が
っ
た
ま
ま
ー
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
２
年
、
被
災
地
は
、「
あ
の
時
」
で
止
ま
っ
た
か
の
よ
う

な
ま
ま
で
、
す
さ
ま
じ
い
地
震
と
津
波
、
原
発
事
故
が
重
な
っ
た
未
曽
有
の
「
複
合
災
害
」
は
、
い
ま
な

お
被
災
地
に
深
い
ツ
メ
あ
と
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

世
界
の
災
害
史
上
で
例
の
な
い
悲
惨
な
災
害
は
現
在
も
進
行
中
で
、
約
３２
万
人
の
避
難
者
が
４７
都
道

府
県
に
散
ら
ば
り
生
活
し
、
福
島
県
の
避
難
者
は
約
１５
万
人
に
達
し
、
原
発
近
隣
の
７
自
治
体
の
役
場

は
避
難
し
た
ま
ま
で
す
。 

 

長
引
く
避
難
生
活
を
支
え
る
た
め
に
は
、
既
存
の
「
期
限
付
き
」
対
策
で
は
対
応
で
き
ず
、
ル
ー
ル
を

押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
現
場
の
実
態
に
合
わ
せ
、
支
援
が
必
要
な
人
と
地
域
が
あ

る
限
り
支
え
つ
づ
け
る
こ
と
を
政
治
の
大
原
則
と
し
て
貫
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

「
人
間
中
心
」
の
復
興
政
策
に
抜
本
的
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 第３０回白沢町芸能祭が１０日おこなわれ、平出歌舞

伎や生枝の獅子舞、舞踊

など２４の演目が披露さ

れました。 

               平出歌舞伎は、江戸時

代からつづき、市の重要

民俗文化財に指定されて

います。 

 

 ３．１３重税反対全国統一行動・利根沼田地区集会が

１３日、利根沼田文化会館で開かれ、大東議員と井之川

議員が参加しました。 

 集会では、「消費税の 

増税を中止し、くらしと 

営業を守り、平和で安心 

して働ける日本にしよう 

」というアピールがよび 

かけられました。 

 全国各地で１０日を中心に開かれた「原発なくせ」の集会は、群馬県で

は高崎市の城址公園で開かれ、約１０００人が参加しました。 

 集会では、新たな原発政策の推進を許さず、「みんなで力を合わせて行動

する再出発の日としよう」とよびかけ 

た集会宣言が採択されました。 

 福島第一原発事故で前橋市に移住し 

た丹治杉江さんが被災地の現状を語り、 

「原発ゼロという命のバトンを未来に 

渡そう」と訴えました。 

集会後には、市街地をパレードし、「 

原発なくせ」など訴えました。 

 ８日おこなわれた一般質問で大東議員は、市政運営について何を重点に

取り組み、市長として市政運営にどのように臨むのか質問しました。 

        市長は、「人口、財政規模が縮小していくきびしい局面

に直面せざるを得なくなる。行財政改革に取り組まなくて

はならない。市民との協同が必要で、団結していかなくて

はならない」と答え、大東議員は、市民のくらしを支える

市政の実現を求めました。 

         

 

 


